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質
問

今
年
度
、
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
、
純
粋
に
当

町
か
ら
支
出
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
か
か
っ
た
金
額
と
、

逆
に
自
粛
に
伴
い
中
止
さ

れ
た
（
予
定
も
含
む
）
行

事
等
の
費
用
・
施
設
の
休

館
等
に
お
い
て
支
出
が
抑

え
ら
れ
た
金
額
は
い
く
ら

で
し
ょ
う
か
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

回
答

一
般
財
源
か
ら
支

出
さ
れ
た
金
額
は

約
5
万
円
で
す
。
ま
た
、

支
出
が
抑
え
ら
れ
た
金
額

は
約
６
３
０
万
円
、
予
算

未
執
行
と
な
る
見
込
額
は

約
２
４
５
０
万
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問

他
の
市
や
町
で
は

独
自
の
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

町
独
自
の
経
済
対
策
は
。

　
　
　
　

回
答

経
済
的
支
援
は
国

や
県
の
対
策
が
中

心
と
な
り
ま
す
が
、
事
業

者
の
休
業
要
請
が
延
長
さ

れ
た
こ
と
に
対
す
る
支
援

や
、
感
染
防
止
対
策
の
支

援
を
考
え
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問

前
年
度
基
金
繰
入

額
の
2
億
３
４
０

０
万
円
と
、
支
出
が
抑
え

ら
れ
た
全
額
を
経
済
対
策

と
し
て
補
正
予
算
に
計
上

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

傍
そばじま

嶋　邦
くにひろ

博

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

今
年
度
の
安
八
町
民
の
所

得
減
少
の
可
能
性
が
大
き

く
、
来
年
度
の
町
税
収
入

の
減
少
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、

5
年
で
10
億
円
の
基
金
を

確
保
す
る
件
の
10
億
円
÷

5
年
＝
年
間
2
億
円
と
い

う
こ
と
を
踏
ま
え
、
早
急

に
経
済
対
策
と
し
て
2
億

円
の
補
正
予
算
へ
の
計
上

を
提
案
し
ま
す
。
2
億
円

の
内
訳
は
、
町
民
に
1
人

当
た
り
現
金
1
万
円
を
支

給
す
る
こ
と
で
約
1
億
５

０
０
０
万
円
。
残
り
の
約

５
０
０
０
万
円
は
第
2

波
・
第
3
波
に
備
え
、
収

益
が
減
少
し
た
企
業
や
個

人
事
業
主
に
給
付
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今

は
何
よ
り
も
安
八
町
民
の

生
活
を
守
る
た
め
に
、
町

内
の
企
業
存
続
の
た
め
に
、

迅
速
に
対
応
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
町
の
財
政
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
の
は
百
も
承

知
で
す
が
、
町
長
の
見
解

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　回

答

一
律
現
金
給
付
も

有
効
で
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
現
段
階
で

は
、
一
律
で
は
な
く
家
庭

の
状
況
な
ど
（
子
育
て
世

帯
な
ど
）
を
考
慮
し
た
、

ま
た
、
事
業
者
に
も
配
慮

し
た
支
援
策
を
優
先
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ここが聞きたい

町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
経
済

対
策
は

諸
制
度
の
有
効
活
用
を
最

優
先
に
検
討
を
進
め
ま
す

[

町　

長]

飛沫対策がされている役場の窓口
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